
仲間のつながりを深めよう！
な か ま ふ か

～友達の思いに気づける人になろう～
と も だ ち お も き ひ と

校長 長野 秀樹
こうちよう なが の ひで き

朝夕と日中の寒暖の差が大きく体調管理が難しい今日この頃ですが，子
あさゆう につちゆう かんだん さ おお たいちようかん り むずか きよ う ごろ こ

どもたちは元気よく友達と遊んだり，勉強したりしながら，毎日の学校生活
げん き ともだち あそ べんきよう まいにち がつこうせいかつ

を楽しんでいます。
たの

この時期になると「秋深き 隣は 何を する人ぞ」という松尾芭蕉の俳句
じ き あきふか となり なに ひと まつ お ば しよう はい く

が頭に浮かびます。この句は，芭蕉が病気のために俳句会に欠席すること
あたま う く ば しよう びよう き はい く かい けつせき

になった時，発句（最初に出す俳句）として創作したといわれています。『秋
とき ほつ く さいしよ だ はい く そうさく あき

が深くなり，病気で床に伏せって静かにしていると，自然と隣の人の生活
ふか びよう き ゆか ふ しず し ぜん となり ひと せいかつ

の音が聞こえ，隣の人は何をしている人だろうなどと想像してしまう』とい
おと き となり ひと なに ひと そうぞう

うような意味です。江戸時代と現在では住宅構造の違いや様々な音があるの
い み え ど じ だい げんざい じゆうたくこうぞう ちが さまざま おと

で隣の人の生活の音が聞こえないかもしれません。しかも現在では，隣の人
となり ひと せいかつ おと き げんざい となり ひと

のことなど全く気にかけない人，むしろ隣の人と関わろうとしない人もい
まつた き ひと となり ひと かか ひと

るという寂しい現実があります。他人のプライバシーを侵害することは許さ
さび げんじつ た にん しんがい ゆる

れませんが，同じ地域に住む隣人として，同じ学校で学ぶ仲間として，隣に
おな ち いき す りんじん おな がつこう まな なか ま となり

いる人の思いや生活を気にかけることは大事なことで，思いやりや助け合い
ひと おも せいかつ き だい じ おも たす あ

の心が培われる 源 です。時には，何気ない言動が友達を傷つけたり悲しま
こころ つちか みなもと とき なに げ げんどう ともだち きず かな

せたりしているかもしれませんが，友達の思いに気づける人になってほしい
ともだち おも き ひと

と思います。
おも

学校では，１２月初めに人権旬間を設定し，各学級で人権に関する授業
がつこう がつはじ じんけんじゆんかん せつてい かくがつきゆう じんけん かん じゆぎよう

を行います。学級の仲間との繋がりを深め，誰にとっても居心地のいい学校
おこな がつきゆう なか ま つな ふか だれ い ごこ ち がつこう

にするためには，どうしたらよいかについて，一人一人が，そして，みんな
ひと り ひと り

で，じっくり考えるに機会にしたいです。
かんが き かい


